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－８－

七
　
出
町
の
常
説
教
場
　
真
寿
寺

　
当
寺
は
、
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
の
出
町
開
町
と

同
時
に
創
設
さ
れ
、
寺
伝
で
は
出
町
（
当
時
杉
木
新
）

を
立
て
た
二
郎
兵
衛
が
、
町
の
ま
ん
な
か
に
寺
域
を
定

め
た
と
い
う
。
出
町
は
砺
波
平
野
の
中
央
部
に
位
置
し

交
通
の
要
衝
と
し
て
便
利
な
こ
と
か
ら
、
当
寺
は
、
い

つ
で
も
真
宗
の
説
教
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
常
説
教
場

と
し
て
、
出
町
地
域
お
よ
び
周
辺
村
部
の
人
々
の
信
仰

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
き
た
。

　
な
お
、
当
寺
は
出
町
の
都
市
開
発
事
業
に
よ
り
、
昭

和
五
十
五
年
に
永
福
町
の
現
在
地
に
移
転
し
た
。

27　出町の常設教場　真寿寺（移転前）

説教のようす（昭和40年頃）

28　昭和２年２月改正
布教師日割簿

29　自昭和８年度
約定誌

説教者の記録　砺波市永福町　真寿寺蔵

30　昭和18年度
約定帳

31　昭和31年～昭和40年
御芳名

32　昭和44年１月
賽銭帳

し
ん
じ
ゅ
　
じ

真寿寺には昭和２年から平成22年まで、当寺を訪れた説教者の記録が保存されている。
かつては、砺波周辺だけでなく、能登や加賀からの説教者が多く訪れていたことがわかる
貴重な資料である。
（個々の人名は52頁以降に採録）



－９－

八
　
善
光
寺
如
来
を
か
つ
い
で
ま
わ
っ
た
矢
木
の
伝
四
郎

　
文
政
年
間
頃
（
十
九
世
紀
初
期
）
、
砺
波
郡
矢
木
村

（
現
砺
波
市
矢
木
）
の
小
百
姓
の
長
男
に
生
ま
れ
た
伝

四
郎
は
、
当
時
農
家
の
長
男
と
し
て
は
当
然
で
あ
っ
た

百
姓
仕
事
を
き
ら
い
、
ど
こ
か
ら
か
善
光
寺
三
尊
仏
と

善
光
寺
縁
起
三
幅
の
絵
巻
を
手
に
入
れ
、
絵
解
き
し
な

が
ら
付
近
の
村
々
を
ま
わ
っ
て
い
た
。

　
娯
楽
の
少
な
か
っ
た
当
時
の
農
村
で
は
、
人
気
者
の

田
舎
役
者
と
し
て
、
拍
手
喝
采
で
各
村
か
ら
迎
え
ら
れ

た
と
い
う
。

55　善光寺式三尊仏
砺波市矢木　飛地弘旧蔵　砺波市太田　専念寺蔵　

　１つの光背に三尊（阿弥陀如来、観音菩薩、
勢至菩薩）が並んでおり、信濃の善光寺三尊
像を模して作られたものである。

善光寺式三尊仏

あみだにょらい かんのんぼさつ

せいし さつ

眉間の白毫から
智恵の光明を発
している

びゃくごう
光背
大型の舟型
光背を背に
三尊仏が立
っている

こうはい

印相：刀剣印
手を下げ、人差し指
と中指を伸ばし、他
の指を曲げた形。

とうけんいん

印相：梵篋印
胸の前で右手を上に重
ね合わせた形。掌の中
には真珠の薬箱がある
と伝えられている

ぼんきょういん

蓮の芯を上下に重ねた
台の上に立っている

印相：施無畏印
掌を開いて前面
にかざし、衆生
の畏れを取り除
いている

せむいいん

衲衣
美しい衣紋

のうえ

勢
至
菩
薩

　
智
慧
を
あ
ら
わ
す

せ
い
し 観

音
菩
薩

　
慈
悲
を
あ
ら
わ
す

阿
弥
陀
如
来

初段　　　釈尊六十歳にして天竺毘舎離国大林精舎におひ（て）、御説法の図

二段　　　釈尊、月蓋を済度に行給へど、長（者）米壱粒も上ざるの図

三段　　　長者の下女、如来御帰りの時、御教化をうけ、御礼に白水を供養し奉る図

四段　　　如来、右の白水を精舎にもち帰、諸の菩薩・天人に施し給うに水足るほど

　　　　　なし、是によりて大凡の卒都婆に、女の都卒天に（の）内院に生ることを

　　　　　しるし、白水を石にかけ給ふ図

五段　　　天竺の諸けんどんに付、五種の疫人出て諸人も（を）なやます図

六段　　　五種の疫病、諸人命をはりてかくのごとし、徒し野に捨たる五（九）相国（の）図

七段　　　長者娘如是姫を五種の疫神、熱病をうけさするの図、疫神陀天台　巒提という

八段　　　長者の娘難病に付、天神地祇をいのる図

九段　　　長者娘の病気を釈尊へ願ひに、さし上る図

十段　　　長者、釈（尊）の仰せにしたがひ、わが家に帰り、西方の弥陀を念じけるに、

　　　　　西の楼門より三尊来迎し給、このとき疫神皆にげさる図　　

十一段　　長者の願ひにより、目連尊者を龍宮へ遣し、閻浮檀金を所望の図

十二段　　閻浮檀金を三千七百両を以て、釈迦・弥陀二尊の光明にて、三尊の新佛出現の図

十三段　　長者、如来を生替り、五百歳の間、安置し奉る図

十四段　　如来、百済国の聖明王の前生をわすれ給ハず、金殿に来り給ふに、たちまち宿

　　　　　善をおこし拝し奉る図

十五段　　聖明王七宝の金堂を立、二時の勤行おこたりなく、後に至るまで千百十二年の

　　　　　間安置し給ふ図

十六段　　如来、推明王御代に及び、日本国信濃ノ国善光が前生をしたい給ひ和朝に来り

　　　　　給て、然るにきさき如来の別れをかなしみ給ふ図

十七段　　人皇三十代欽明天皇十三年申十月十三日、難波の浦へ御着船の図

十八段　　内裏は大和国山部斯島の金ざしの宮へ如来をうつし奉る図

十九段　　守屋悪行によりて、やかたをかまへ、如来をたたらにかけて焼奉る図

二十段　　如来を焼くたくといへども、そんじ給はず、仍て難波の堀江にしづみ奉る図

　　　　　この時青色の鬼あらはれ、口より火をふき出し、御所を焼奉るとなり

二十一段　太子十六歳にして、河内の国、しき島の郡流川の御所におひて軍勢を集め守屋

　　　　　を誅し給ふの図

二十二段　太子、四天王并に諸の神祇に御加勢を願ひ給ひ、稲村城におひて守屋を打止め

　　　　　給ふ図

二十三段　善光、難波の堀江を通りけるに、過去の前生をたづねて、如来善光をおひ奉る図

二十四段　善光、如来をわが家に御とも申と、臼を台にして安ちし奉図

　　　　　ともし火の油なきなし、光明のひかりにててらし給ふとなり

二十五段　善光　倅よし助死す、七日すぎて蘇生の図

二十六段　善助、冥土に趣くといへども、如来善助をむかひ帰りひたまふに、皇極天皇、

　　　　　悪所に趣きけるに、如来の願ひによりこの時蘇生し給ふ図

二十七段　如来の御おんにこおもり、皇極皇地ごくよりゆみず帰に、したもによりて善助

　　　　　・善光、皇極皇と御たい面におよばる図

二十八段　如来の御おんこをもり、皇極皇と善助共に西度によりて、天師より御こんりゆ

　　　　　したもふ善光寺図

びしゃりこくだいりんしょうじゃ

がっかい

あだしの

にょぜ びらんだい

ろうもん

えんぶだごん しょもう

さいど

（慳貪）

（終）

（逃げ去る）

（妃）

（山辺郡）しきしま

（砕く）

（負）

（置）

（ため）

マゝ こうぎょく

（蒙り） （黄泉国帰りの転） （給う）

（恩）（蒙り） （済度） （天子） （建立）

うまれかわ

善
光
寺
如
来
の
絵
解
き

　
　
　
　
　
　
　
　
矢
木
の
伝
四
郎

善光寺縁起讃文
ぼ
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善
光
寺
縁
起
　
⑴

第
一
幅

①
お
釈
迦
様
が
天
竺
の
毘
舎
離
国
に
住
ん
で
い
た
六
〇
歳
の
頃
、
大
林
精
舎
で
よ
く
説
法
を
し
て
い
ま
し
た
。

②
天
竺
に
住
む
、
金
持
ち
で
は
あ
る
が
、
貪
欲
で
施
す
心
の
無
い
長
者
、
月
蓋
。
お
釈
迦
様
は
彼
を
教
え
導
く

為
、
自
ら
足
を
運
び
、
訪
ね
て
来
ま
し
た
が
、
月
蓋
は
、
「
一
度
施
せ
ば
、
ま
た
来
る
だ
ろ
う
か
ら
会
う
の

を
や
め
て
お
こ
う
」
と
門
ま
で
来
て
、
ま
た
家
の
中
に
戻
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

③
そ
の
帰
り
道
、
長
者
の
屋
敷
の
下
女
が
お
釈
迦
様
に
会
い
、
ご
教
授
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
お
礼
と
し
て
下

女
は
米
の
研
ぎ
汁
（
白
水
）
を
お
釈
迦
様
に
差
し
上
げ
ま
し
た
。
（
米
の
研
ぎ
汁
も
栄
養
が
あ
り
、
貴
重
で

し
た
）

④
お
釈
迦
様
は
そ
の
白
水
を
精
舎
に
持
ち
帰
り
、
菩
薩
や
修
行
僧
た
ち
に
分
け
ま
し
た
。
何
人
に
分
け
て
も
そ

の
白
水
は
無
く
な
ら
ず
、
す
べ
て
の
者
に
行
き
渡
り
ま
し
た
。
そ
の
行
い
に
感
銘
を
受
け
た
お
釈
迦
様
は
、

そ
の
下
女
が
来
世
は
天
上
界
の
都
卒
天
に
生
れ
る
こ
と
を
約
束
し
ま
し
た
。

⑤
あ
る
年
、
国
に
疫
病
が
流
行
し
ま
し
た
。
（
疫
病
神
が
鬼
の
姿
で
表
さ
れ
て
い
ま
す
）

⑥
疫
病
は
国
中
の
人
々
の
命
を
う
ば
い
、
そ
の
屍
は
野
に
捨
て
ら
れ
、
ま
る
で
九
相
図
の
よ
う
で
す
。
（
五
相

国
図
で
は
な
く
九
相
図
の
間
違
い
か
？
九
相
図
と
は
屍
が
腐
乱
し
て
白
骨
化
し
て
い
く
様
子
を
描
い
た
仏
教

美
術
画
を
い
う
）

⑦
長
者
に
は
如
是
姫
と
い
う
愛
娘
が
い
ま
し
た
が
、
流
行
病
の
熱
病
に
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
（
如
是
姫

の
枕
元
に
は
疫
病
神
の
鬼
が
姫
を
襲
う
姿
が
描
か
れ
て
い
ま
す
）

⑧
如
是
姫
は
国
中
の
名
医
に
診
て
も
ら
い
、
更
に
祈
祷
も
し
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
一
向
に
良
く
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
（
こ
れ
以
上
は
お
釈
迦
様
に
お
す
が
り
し
、
教
え
を
乞
う
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
）

⑨
長
者
は
娘
の
病
気
を
治
し
た
い
一
心
で
お
釈
迦
様
に
会
い
に
行
き
ま
し
た
。
（
娘
一
人
の
回
復
を
願
う
心
か

ら
、
す
べ
て
の
民
の
病
を
取
り
去
る
願
い
へ
と
改
心
し
た
長
者
に
お
釈
迦
様
は
、
病
回
復
の
方
法
を
授
け
ま

し
た
）

⑩
長
者
は
家
に
帰
り
、
お
釈
迦
様
の
言
わ
れ
る
通
り
、
西
方
に
向
か
っ
て
一
心
に
念
じ
ま
し
た
。
す
る
と
、
光

と
と
も
に
阿
弥
陀
如
来
様
、
観
音
菩
薩
様
、
勢
至
菩
薩
様
の
三
尊
が
現
れ
ま
し
た
。
す
る
と
疫
病
神
は
皆
逃

げ
去
り
ま
し
た
。
（
国
中
の
流
行
病
は
お
さ
ま
り
、
如
是
姫
も
無
事
回
復
し
ま
し
た
）

56　善光寺縁起　全３幅の内第１幅
　　　　　　　　　　　　　砺波市矢木　飛地弘旧蔵　砺波市太田　専念寺蔵


